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外
来
關
視

の
外
米
山巾
榴
…
に
及
ぼ
す
影
響

言兄

苑

外
米
關
税
の
外
米
市
債
に

及
ぼ
す
影
響

八

木

芳

之

助

…

従
来
に
於

て
も
穀
物
關
視
が
穀
假
に
及
ぼ
す
作
用
を
瞭
ら
か

な
ら
し
.め
ん
と
す
る
實
讃
的
研
究
は
屡

々
試
み
ら
れ
た
所

で
あ

る
。

こ
の
研
究
は
、
通
常

あ
る
期
間

に
於
け

る
園
内
市
場

の
戦

債

の
攣
動

と
、
同

「
期
間

に
於
け
る
外
国
市
場

に
於

け
る
穀
償

の
攣
動

と
を
比
較
し
、
爾
償
格

の
系
列
聞
に
關
税
額

に
相
當
す

る
値
開

の
存

す
る
や
否
や
を
検

す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
園
内
市

場

に
於
け

る
關
税

の
報
償
引
上
作
用
を

立
講

せ
ん

と
し

て
み

る
。
猫
逸

に
於
け
る
研
究
は
、
輸
入
港

に
於
け

る
關
税
を
賦
課

さ
れ
ざ
る
外
囲
産
穀
物

の
傾
格

、
ま
た
は
從
來
自
由
貿
易
主
義

を
探

れ
る
英
吉
利

の
.穀
便
と
自
国
内

の
穀
償
と
を
比
較
す

る
こ

第
三
+
四
巻

九
六
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第
六
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一
二
四

と
に
よ

っ
て
、
關
税

の
作
用
を
検
討
し
て
み
る
。
併
し
吾

々
の

注
意
す
べ
き
こ
と
は
、
あ

る
期
間

に
支
辨
は

れ
た
る
償
格

の
規

制

が
關
税

の
影
響
に
締
す

べ
き
か
は
之
を
充
分
精

細
に
究

め
得

ざ

る
鮎

で
あ
る
。
蓋
し
關
税
は
穀
償
決
定

の
諸
因
子
中

の

一
に

過
ぎ
な

い
か
ら
、
關
税

の
穀
償
に
及
ぼ
す
作
用
を
他

の
因
子
に

基
く
作

用
よ
り

切
離

し
て
、
確
讃
す
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不
可
能

た
る
か
ら
で
あ
る
。
從

て
今
日
に
於
け
る
關
税
作
用

の
實
謹
的

研
究
は
.
長
期
間

に
…旦
ゆ

て
穀
吻
陵
陥
　璽
勤
　揮
乗
ず
嘆
幻
翫
・幾

見
し
、
關
税
國

の
内
外

に
於
け

る
此

の
傾
向
を
比
較
す
る
こ
と

に
よ

っ
て
、
關
税

の
作
用
を
検
討
す

る
程
度

以
上
に
出

で
得
な

い
。
こ
の
認
識
限
界
を
常

に
念
願

に
置
き
、
獲
得
せ
る
結
果
を

過
大

に
評
慣
せ
ざ

る
や
ヶ
慎
む
べ
ま
で
あ
る
。
併
し
關
税

の
實

謹
的
研
究

に
は
か

玉
る
方
法
上
の
缺
陥

あ
る
か
ら
と
て
、
こ
の

研
究

の
償
値
を
否
認
せ
ん
と
す
る
は
誤

で
あ
る
。
従
来

に
於
け

る
研
究
が
、
か

駈
る
缺
陥

を
有
す
る
に
拘
ら
す
、
充
分

に
評
慣

す
べ
き
結
論
に
到
達
し
て
み
る
こ
と
は
、
何
人
も
之
を
疑
ふ
を

得
な

い
。

關
視

の
穀
債

に
及
ぼ
す
作
用
を
研
究
す
る
に
際
し

て
遭
遇
す



る
第

一
の
問
題
は
、
如
何
な

る
.償
格
を
選

ぶ
を
適
當
と
す

る
か

に
あ
る
。
勿
論
内
外

の
主
要
市
場

に
於
け

る
償
格
を
選

ぶ
外
な
、

き
も
、
あ
ま
り
長
期
間

に
亘

る
平
均
.償
格
を
選

ぶ
と
き
は
、
毎

日
に
封
ず
る
贋
格

は
そ

の
重
要
さ
に
慮
じ
て
、
・即
ち
當
該
償
格

に
於

て
行
は

れ
た
る
取
引
量
を
考
慮

に
入

る
瓦
こ
と
が
不
可
能

に
な

る
虞

が
あ

る
。

レ
キ
シ
ス
は
「
穀
物
關
税

の
作
用
」
に
關

す

る
研
究
に
於

て
、
こ
の
訣
貼
を
免

れ
る
た
め
に
、
月

ル
の
輸
入

数
量

と
月

々
の
平
均
慣
格
と
を
封
比
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
償

格

と
取
引
敏
量

と
の
関
係
を
明

か
催
し
て
ぬ
都
、
併
し
艦
の
方

法
を
以

て
す

る
も
、
取
引
量
を
考
慮
す
る
こ
と
な
く

し
て
、
債

格

の
み
を
比
較
す
る
と
の
批
難
を
克
服
し
得

な
い
の
で
あ
る
。

蓋

し
實
際

に
成
立
す
る
憤
格

と
此

の
償
格

に
よ

っ
て
取
引

さ
れ

た
る
穀
物
量

と
の
關
係
は
、

レ
キ
シ

ス
の
如
く
月

々
の
輸
入
数

量
を
以

て
し

て
は
之
を
知

る
に
由
な

い
か
ら

で
あ
る
。
故
に
實

際

の
研
究

に
於

て
は
、
假
令
統
計

の
資
料
上
可
能
で
あ
る
と
し

て
も
、
日
々

の
慣
格
を
相
互
に
比
較
す

る
は
除
り
に
煩
環

な
る

が
故

に
、
月
李

均
慣
格
を
以

て
満

足
す

る
外
な
く
、
月

々
の
輸

入
量
を
参
照
す

る
程
度

に
留
ま

る
で
あ
ら
う
。
第

二
の
問
題

は

外
　派
閥
税

の
外
米
市
恒
に
及
渡
す
影
蟹
　

あ

る
穀
物

(例

へ
ば
小
萎
)

の
品
種
が
多
種
多
様

で
あ
る
た
め

ぱ

、
佐

々
に
し

て
比
較

の
板
縁
を
失

ふ
貼

で
あ
る
。
關
税

の
作

用
を
立
謹
す

る
た
直
に
、
内
外
國
産
穀

物
償
格
を
射
比
す

る
こ

と
は
、
そ
れ
等

の
穀
物
が
全
く
同

一
晶
質

で
あ

る
か
叉

は
殆
ん

ど
同

}
品
質
で
あ
る
場
合
に
於

て
の
み
、
意
義

を
有
す
る
も

の

で
あ
る
。
個

々
の
生
産
地

の
自
然
條
件

が
甚
だ
し
く
異

な
る
場

合

に
於

て
は
、
か
L
る
同
品
質
穀
物
産
地
を
磯
見
す
る
こ
と
は

困
難
で
あ
る
。
か
く

の
如
く

に
し
て
同

}
穀
物

の
各
品
種

に
封

し
で
は
偵
格
關
係
が
異
な

難
か
ら
.
之
を
充
分

に
斟
酌
せ
ざ
れ

ば
、
こ
の
品
種

の
差
異

に
基
く
償
格

の
開
き
を
鬮
親

の
作
用

に

め

蹄
せ
し
む

る
危
険

が
存

し
て
み
る
。

大
戦
前
に
於

て
掲
逸

の
穀
物
關
税

の
穀
慣
に
及
ぼ
す
作
用

に

就
て
實
謹
的
研
究
を

途
げ
た

る

コ
ン
ラ
ー
ド

及
び

レ
キ
シ

ス

めは
、
關
視
を
設
け
た

る
濁
逸
國
内

の
穀

償
と
外
國

(主
と
し

て

自
由
貿
易
國
た

る
英
吉
利
)
に
於
け

る
穀
慣

と
を
比
較

研
究

し
、

關
税
が
設
定

さ
れ
た
る
多
年
間

に
於
け

る
爾
橿
格

の
値
開
き

よ

り
し
て
穀
慣
に
及
ぼ
す
關
挽

の
作
用
を
確
謹
し
、
戦
後

に
於

て

む

も

プ

ル
ー
ネ

は

、
同
.様

な

る
方

法

に
よ

っ

て
之

を
立
讃

し

て
ゐ

第
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外
米
關
視
の
外
心米
市
僧
皿に
及
ぼ
す
彫影響
一

る
。
反
之

ル
ー
ラ
ン
ド
は
關
税

の
設
定
叉
は
引
上

の
前
後
数

ヶ

月

の
穀
物

の
國
内
債
格
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ
り
、
關
税

の
作

り

用

を
直

接

に
確
定

せ
ん

と

し
た
。
併

し

こ

の
方

法

は
充

分

に

正

確

な

る
も

の
と

云

ふ
を
得

な

い
。
蓋

し
關
税

の
設
定

叉

は
引

上

は
必
ず

し
も

一
般

に
藤
密

に
さ

れ
ざ

る
が

故

に
、
穀

物
商

人

は

關

税

の
設
定

又

は
引

上

の
敬

ク
月

以
前

に
於

て
償
格

の
騰

貴
を

、
豫
悪

し

、
見
越

し
輸

入

を
試

み

る
場

合

が

あ

る
か
ら

で

あ

る
。

設

勿

八駅
ス
賑
田ハ
榔

.猛
川又
」脈
諏川
に
恥
い
喘
蹄
随
町

〆
h
陶丈
」
.……監
.騨
…
へ
、
∵
}
'

↓$4
月

尊

ノ
7
樗

ヰ
↑
昌=ロ
岨メ
」駐
レ
∠
一双彪
お
乏

i

"[ニロ
膳人
金

脈
十
U
r̀
差
「疋

忙
減
少

す

る
場

合

が

あ

る

の
は

、
か

生

る
見
越

し
輸
入

に
基

く

も

の
で
あ

る
。

商

人

の
手

中

に
あ

る
在

庫

穀
物

は

當
然

穀

償

の

騰

貴
を

抑
駆

し

、

在
庫

品

が

清

費

さ

れ

輸

入

が

正
常

に
復

し

イ、
、
始

め

て
關

税

の
穀

償

に
獄

す

る
作

用

が
表

は

れ
る
も

の
で

あ

る
。
關

税
設

定
後
穀

償

が
直

ち

に
騰

貴

せ
ざ

り

し
事
實

を
基

礎

と
し

て
、
關

税

が
外
国

に
よ

っ

て
負

憺

さ

れ
た

と
結
論

す

る

は
早

計

た

る
を

見

れ
な

い
。

故

に

ル
ー

ラ

ン
ド

の
探

れ

る
研
究

方

法
は

杜
撰

た

る
を

免

れ
難

い
。

二

猫
逸

に
於

て
は
外
國

よ
り
輸
入
せ
ら

る
、
小
変
は
、
國
内
産

第

三
+
四
巻

九
六
八

第
六
號

一
二
六

小

変

に
比

し

て
品
質

劣

ら
す

、
寧

ろ
粘
力
強

者
鐵

に
於

て
園
内

産

に
優

れ

て
み

る
か
ら

、
爾
種

の
間

に
は
充
分

な

る
代
替

的
消

費

が
行
は

れ
、
從

て
小
萎

關
税

が
設

け
ら

る

玉
と
き

は

、
先
づ

輸
入

小
萎

の
假
格

を
引

上

げ
、

つ
い
で
園

内
産

小
萎

の
償

格

を

も

同
様

に
騰

貴

せ
し

め

る
作

用
を

及

ぼ
す
も

の
で
あ

ろ
。

然

る

に
本
邦

に
於

て
は
内
地

米

と
外
囲

米

と

の
品

質
及

び
風

味

が
著

し

く
異

り

、
外

米

は
内
地

米
に
封

し
劃
底

充
分

な

る
代
替

性

を

に
く
に

リ

コ
い
ま
が
ロい
ヰ

ウ

コ
ヨ
ハび
い

し
　

り
　ゆへ

る　コぬ
のリロし　ヨ

亟

肇

づ

ノ
.を
名

づ

多

く

¢
彦

ム
ロ
に
が

て
列

外

は
無

薩
着

に
よ

っ

て
内
地

米

の
補

充
と

し

て
混

食

さ

る
L
に
過
ぎ

な

い
。

故
に

外

米
関

税

が
内
地

に
於

け

る
外

米
市

債
を

高

む

る
作

用
を

有
す

る
に
し

て
も

v
直

ち

に
内
地

米

に
射

し

て
も
同

様

な

る
作

用
を

及

ぼ
す
も

の
で
あ

る
と
は

云

へ
な

い
。

こ

の
小

論

に
於

て
は
外

米
関

税

が
内
地

に
於

け

る
外
米

市

債

に
及

ぼ
す
作

用

の
研
究

に
限

る
も

の
で
あ

る
が

、
從
來

に
於

て

も
河

田
博

士
、
小

林
博

士

、
笠
氏
寺

に
よ

っ
て

い
つ

れ
も
綿

密

句

.

に
研
究
せ
ら

れ
て
る
る
。
た

サ
外

米

の
産
地
相
場

に
就

て
は
、

大

正
六
年

「
月
以
前

の
資
料
を
峡

い
て
る

る
か
ら
、
そ
れ
以
前

に
於

て
ぽ
外
米
關
税

の
研
究
に
際

し
、
外

米
の
内

地

相
場

と
産

4)
5)

6)

lllseBrune,a.aO.S.toff.

Ruhland,StellungderlandwirtschaftlichenZ81:{e三nden五go3zuschliessenden

HandelsveτtragenDeutschland5,1901,S.26f.

河 田 嗣 郎 氏 ㍉ 穀 債 の 研 究 、 小 林 行 昌 氏 、 關 税 と 物 憤 、 笠 信 太 郎 氏 、 米 穀 關 税

調 査(大 阪 自 由 通 商 協 會 、 調 査 叢 書 五)



・

地
相
揚

と
を
直
接

に
比
較
封
照
す

る
こ
と
が
出
来

な

い
。
笠
氏

の
研
究
は
大

正
以
後
に
就

て
行

は
れ
て
居
り

、
小
林
氏
は
外
米

の
輸
入
償
格
を
以

て
産
地
相
場
を
示
す
も
の
と
し

て
研
究
せ
ら

り

れ

て

る

る

が

。

外

米

の
輸

入

債

格

(
一
石
建

)
ど

は
外

米

の
輸

入

金

額

を

輸

入

石

数

で
割

っ
た

も

の

で

あ

る

。
而

し

て
當

時

の
外

米

の
内

に

は
蘭

貢

米

と

西

貢

米

と

を
含

ん

で

み

る

か

ら

、

外

米

の
総

輸

入

金

額

を

輸

入

石

敏

で
割

っ

た

も

の
が

、
蘭

貢

米

の
産

血

ヨ
ヨ
一刀
'
一二、

ノ
唱
「
)
p)
)

ユ
、

鼠尾
ヒ

ーヨ
亀乱
&
、
)
一」一二b
一可

ヨー可
ρ
一=、

a

荊
塑

邊

=刀
L

マ
尻

フ
。
¢
カ

」易
「に
辺

淵疇
「端

¢
ヨ
壇
」虻
堀

場

群
=
何

し

て
み

る

の
か

之

を

判

断

す

る
を

得

な

い
。

仍

て
私

は

河

田

悼

め

士

の
研
究
よ
り
暗

示
を
得

て
、
内
地

に
於
け

る
外
米
市
.慣
と
自

由
貿
易
國

た
る
英
吉
利

に
於
け

る
外
米
相
場
と
を
比
較
す

る
こ

と
に
よ
っ
て
、
外

米
關
税

の
外
米
市
債
に
及
ぼ
す
影
響
を
研
究

す

る
こ
と
製
す

る
。
勿

論
英
吉
利

へ
輸
出
せ
ら

る
」
外
米
と
我

国

へ
輸
出
せ
ら

る
」
外
米
と
の
開

に
は
多
少

の
品
質

の
差
が
あ

り
、
ま
た
運
賃

に
も
相
違
あ
り

、
從

て
償
格
…の
聞

に
も
多
少

の

相
違
あ
る
べ
く

、
且
つ
外
米

の
倫
敦
相
場
は
英
吉
利

の
物
償
に

よ

っ
て
も
支
配

さ
れ
る
こ
と
を
免
れ
な

い
が
、
自
由
貿
易
主
義

を
採

れ
る
英
吉
利

の
倫

敦
市
場

の
外
米
相
場

と
我
国

に
於
け

る

外
来
闘
…紺
…の
外
米
市
債
{に
及
ぼ
す
影
鰹
匝

.
外
米
相
場
と
を
比
較
す

る
こ
と
に
よ

っ
て
我
國

の
外
米
關
視
が

外
米
市
債

に
及
ぼ
す
作
用

の
大
勢
を
看
取
し
得
る
も

の
と
信
ず

る
。我

國

の
外
米
關
税
は
明
治

三
十
八
年
七
月

一
日
よ
り
設
定

さ

れ
た
が
、
當
時
に
於
け
る
外
米

の
内
地
に
於
け

る
月
平
均
相
場

は
、
蘭
貢
米
に
就

て
の
み
知
り
得

る
に
過
ぎ
す
、
西
貢
米
に
就

の

て
は
明
治
四
十

㎜
年

㎜
月

よ
り
、
邊
羅
米
に
就

て
は
大
正
六
年

一
月

よ
ゆ
之
を
知
り
得
昂
に
渦
ぼ
な

い
。

倫

敦
市
場

の
蘭
貢
米
及
び
西
貢
米

の
各
日
卒
均
相
場
は

、
同

市

の

エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
に
登
表

さ
る

」
毎
週

の
足
高
雷
絡
よ
ゆ
之

を
各
月
に
於

て
李
均
し
て
算
出
し
、
之
を
大
蔵
省
金
融
事
項
参

考
書

に
嚢
表
さ

れ
て
み
る
各
月

の
倫
敦
宛
爲
替
相
場
(最
高
最
低

の
手
崎
を
と
る
)
に
よ

っ
て
邦
貨
に
換
算

し
、
且
つ
ハ
ン
ド

レ
ッ

ド
・
ウ

エ
イ
ト

(2

C

當
り

の
相
場
を
百
斤
當
り

に
換
算

し

て
、

之
を
我
国
内
地

の
蘭
貢
米
相
場

(
百
斤
當
リ
)
と
比
較
す
る
。
先

づ
外

米
關
税

が
初
め
て
課
せ
ら
れ
た
る
明
治
三
十
八
年

(
一
九

〇
五
年
)
の
両
者

の
相
場

と
そ

の
値
開
と
を
示
さ
う
。

第

三
十
四
巻

九
六
九

第
六
號

一
二
七

1)

2♪

3)

4)
5)

ノJ、林 氏 、 同書 、2=4頁1、228:頁:

河 田博 士、 同 書 、Io3頁
拓 殖 局、「米 」(明 治 四十 四年 四月)172頁 に よれ ば蘭 貢 来 月平 均 相場 は明治 三
十 三 年一 月 よ り之 を知 るこ とを曇 る。

農 務 局 、農 務 彙 纂 第五 十 三 、米 く闘 ナ る調査 、 大正 四 年 七月 、177頁 以 下
商 務 省 、米 穀 統 討(日 本 ノ部)大 亙+一 年 十 月刊:行 、40頁
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外
米
関
税

の
外
米
市
債
に
及
ぼ
す
影
響

雨音 の値開

1【」

　　牽繍

1翻 凸
0.85＼

1.05六 ケ 月 の

1.061TL均 値PA,

0.92

0.88」

0.75

我国 の相場
(百斤當 リ)

円

農.60

ラ

ロ

場
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明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

明

1

1

1

明
治
三
十
八
年

七
月

一
日
よ
り
侮

百
斤
六
十
四
鏡

「
厘

の
關

税

が
課
せ
ら
た
が

、
七
月
以
後
我
國

の
蘭
貢
米
相
場
は
倫
敦
相

蝪

よ
り

も
著
し
く
騰

貴
し

て
み
る
。
爾
著
聞

の
前
学
年

の
値
開

き
の
李

均
は
四
十
二
鏡

で
あ

る
が
、
後
半
期

の
値
開
き

の
軍
均

は
九
十

二
鏡

で
あ
ゆ
、
そ
の
差
額
は
五
十
鏡

で
あ
る
。
此

の
差

第
三
十
四
巷

九
七
〇

第
六
號

一
二
八

額

の
全
部

が
關
税
に
基
く
も
の
と
す
る
た
め
に
は
、
嚴
密
に
言

へ
ば
他

の
事
情
が
す

べ
て
同

一

(。
2
①「尻

唱
p毫
)口
ω)
た

る
こ
と

を
要
す

る
も

の
で
あ
る
が
、毎
百
斤
六
十
四
銭

一
厘

の
關
税
は
、

略
關
税
額

だ
け
我
國
内
地

の
蘭
貢
米
相
場
を
引
上
げ
、
關
税
額

の
大
部
分
が
外
米

の
消
費
者
に
よ
っ
て
負
憺
さ
れ
た
も

の
と
云

ふ
こ
と
が
出
来

る
。

且
ハ
の
後
開
枕
奉

り
改
正

に
よ
り
、
凋
治
三
卜
㌦

真
」「
竃

一
ヨ

　
　　

　

ほ

ロぎ

ロ
　
　ノま

　
ノ

　
じ

.、貼り
毎
百
、斤
六
十
四
鋭

の
關
税
が
課
せ
ら
れ
π
が
、
四
十
四
年

七
月
十
七

日
か
ら
同
月
二
十
八
日
迄

、
帥
ち
十
二
日
間
毎
百
斤

一
図

に
引
上
げ
ら

れ
、
同
年
七
月

二
十
九

日
が
ら
九
月
三
十
日

迄
毎

百
斤
六
十
四
鏡
に
低
減

さ
れ
、
十
月

一
日
か
ら
翌
四
十
五

年
五
月

二
十
七
日
進
更
に
毎
百
斤

一
図

に
引

上
げ
ら

れ
、
五
月

二
十
八
日
か
ら
大

正
元
年

(同
年
)
十
月

三
十

「
日
迄
毎
百
斤
四

十
鏡

に
低
減
さ
れ
、
十

一
月

一
日
よ
り
更
に
毎
百
斤

一
圓
に
引

上
げ
ら
れ
た
。
今
明
治
四
ナ
四
年

一
月
よ
り
大
正
二
年
十
二
月

迄

に
再
三
行
は

れ
た
る
關
視

の
低
減
及
び
引
上
げ
が
蘭
貢
米
市

償

に
如
何
な

る
影
響

を
及
ぼ
し
た

る
か
を
、
倫
敦
相
場
と
比
較

す
る
る
と
忙
よ

つ
て
検
討
し
や
う
。

.

.

5)TheEconomist,Weeklypricecurrent.



両者の値開

轡
li欝 廼
{　撫 迄

ll響

關税(百 斤
1圓)
14ケ 月 平均

値 開

円
1.66

1・47＼

1.78
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2.】2

1.97
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1.38
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}:撫
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円
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明澄44年1月
2
3
4
5

6
7
8
9
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大 正1年1月

2

3

4

5

6
7
8
9

10

11
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3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

右
表

よ
り

し
て
外
米
開
枕
に
よ
る
内
地
外
米
市
債

の
引
上
作

用
を
明
に
看
取
し
得

る
。
明
治
四
十
四
年

一
月
か
ら
九
月
三
十

日
進

の
期
間
は
七
月

の
十
二
日
間
を
除
き
、
毎

百
斤
六
十
四
鏡

外
米
開
一視
の
外
米
市
僧
一に
及
ぼ
す
影
響
[

の
關
税
を
課
せ
ら
れ
た

る
が
、
倫
敦
相
場
と
神

戸
相
場
と
の
平
均
恒
開

き
は

}
翻
三
鎌
で
翫
蔦

が
、
+
月

百

か
ら
翌

年

五
月

二
十
七
日
迄
關

税

は
毎
百
斤

一
図

に
31

」島
妙γ
ら
陀
セ
る
寛
・

二

の
期
間
倫
敦
相
…腸
も
漸

騰

せ
る
が
、
神
戸
相
場

が
更
に
そ
れ
以
上

に
騰

貴
し
、
爾
相
場

の
卒

均

値

開
き
は

「
圓
二
十

二

鏡
に
塘
加

し
、
闘
税
引

上
の
作
用
が
明

に
現

れ

て
み
る
。
併

し
我
国

に
於
け

る
蘭
貢
米
相
場

の
騰

貴
は
關
税
引

上
額

の
全
額
に
及

ん
で
み
な

い
か
ら
、
關
視

の

「
部
分
は
輸
出

國

の
商
人

や
産
地
生
産
者

に
よ

っ
て
負
借

さ
れ
た
も

の
で
あ
ら

第
三
十
四
巻

、九
七

一

第
六
號

一
二
九



外
、未
聞
税
の
外
来
市
債
に
及
ぼ
す
影
響

う
。
四
十

五
年
五
月

二
十
八
日
か
、ら
十
月
三
十

「
日
迄
關
税
は

毎

百
斤

四
十
銭
に
低
減
さ
れ
た
が
、
爾
相
場

の
卒
均
値
開
き
は

⊥ハ
十
六
鏡

に
縮

少
し
、
從

て
關
税
引
下

の
作
用
が
明
に
現

は
れ

て
る

る
。
大

正
元
年

十

一

月

以
後

關

税

ぼ
百
斤

「
圓

に
復
蕗

さ

れ
た
が

、
、
倫
敦

狂
蕩

は
淘

落

し
、
耕

再
拝

日物
も
齢
所

存

ー
ノ
9

k
b

る

」

、一
…ノ
ノ溜

「慧ゴ
.一
"

,.レ
副

が

、
そ

の
程
度

は
前

者

よ

り

も
遙

に
緩

に

し

て
、
從

て
爾
相

場

の
李

均
値

開

き

は

一
圓

六

十
六

鏡

と

な

梱

り

、
神
戸

揚

が
關

税

の
.

引

上
額

だ
け
騰

貴

し

、
内

地

消

費

者

の
負

旛

に
騙

し

た
事

が
明

ら
か

で

あ

る
。

次

に

西
貢

米
相
場

に
就

て
も
蘭

貢

米
相

場

に
就

て

第
三
十
四
巻
.

九
七
二

第
六
號

=
二
〇

試
み
た

る
と
同

一
の
方
法
に
よ
っ
て
、
そ
の
神
戸
相
場

と
倫
敦

相
場

と
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
外
米
關
税

が
西
貢

米
市

償
に
及
ぼ
す
影
響
を
観
察
L
や
う
。
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明
治
四
十
四
年

「
刀
か
ら
九
月

に
至
る
期
間

に
於

て
關
視

は

百
斤
六
十
四
鏡

で
あ
る
が
.
西
貢
米

の
神
戸
相
場
と
倫
敦
相
場

と

の
卒
均
値

開
き
は
七
十
九
銭
で
あ
る
。
四
十
四
年
十
月
か
ら

翌
四
十
五
年
五
月
二
十
七
日
迄
關
税

は
百
斤

一
風

に
引
上
げ
ら

れ
た
が
、
両
者

の
}牛
均
値
開
き
は

一
圓
十

一
鏡
と
な
り
瞭

に
關

税

の
慣
格
引
上
作
用
が
看
取

さ
れ
る

の
で
あ
っ
て
、
神
戸
相
場

は
略
關
税
額

だ
け
騰
貴

し
て
み
る
。
四
十
五
年
五
月

二
十
八
日

か
ら
十
月
.三
十

一
日
ま
で
關
税
は
百
斤
四
十
鏡
に
低
落
さ
れ
た

が
、
此

の
期
間
中
・几
.月
」以
降
蹟
倫
敦
相
…揚
は
品
切

れ
の
陛
め
嵐

護
表
さ

れ
て
み
な

い
が
、
八
月
迄
の
状
況

で
は

}
月
以
来

の
騰

貴
を
続
け
て
み
る
が
、
神
戸
相
場

は
略
同

一
の
水
準
を
保

っ
て

る

る
。

こ
れ
は
關
.挽
低
減

の
た
め
に
騰
貴

の
勢

が
抑
制
さ

れ
た

も

の
と
見

る
べ
き
で
あ
っ
て
.
八
月

に
は
倫
敦
相
場

よ
り
も
遙

マ
イ
ナ
ス

に
低
く
な

っ
て
み
る
。
從

て
値
開

の
李
均
は
負
十
四
銭
と
な
り
、

明
に
關
税
低
減

の
作

用
を
示
し
て
み
る
。
大
正
元
年
十

一
月
よ

り
關
.税
は

一
圓

に
引

上
げ
ら

れ
た
が
、
神
戸
相
場

は
引
上
直
後

の
十

一
月

か
ら
騰
貴
し
翌
年
二
月
か
ら
漸
落

し
て
み
る
。
倫
敦

相
場
も
大

正
二
年

.一
月
以
來
引
緩
き
低
落

し
て
み
る
か
ら
、
此

外
米
關
孤帆
の
外
米
市
僧
階に
及
ぼ
す
影
響
岡

の
期
間

は
西
貢
米

の
世
界
相
場

の
低
落

期
と
見

る
べ
き
で
あ
る

.が
、
柵
戸
相
場

は
漸
落
し

つ
製
も
關
税

の
た
め
に
世
界
市
慣
よ

り
も
絵
程
高
く
保
た
れ
て
み
る
。
此

の
期
間

の
卒
均
値
開
き
は

一
圓
八
十
二
鏡

に
し
て
關
税

の
引
上
全
額
だ
け
外
米
市
償
は
引

上
げ
ら

れ
て
み
る
。
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×

以
上

に
亙
り

て
外

米
關
税

が
内
地

に
於

け

る
外

米
市

債

に
及

ぼ
す
作

用

に
就

て
、
.自
由
貿

易

國

た

る
英

吉
利

の
倫

敦
相

場

と

比
唆

し

つ

」
勲

請

し
九
.
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償

を
引

上

ぐ

る
作
用

を
有

す

る

こ
と
は
右

に

よ

っ

て
疑

ひ

の
な

い
所

で
あ

っ
て
、
外
米

市

債
は

關
税

の
大
部

分

だ
け
ま

だ
は
關

税

額

だ
け
高

ま

る
も

の
で
あ

る
。
外

米
關

税

は
欧
洲
戦

後

に
於

て
も
爾

ほ
同

様

な

る
作

用

を
外

米
市
債

に
及

ぼ
す
も

の
で

あ

る

か
、
ま

た
外

米
關

税

は
内
地

米

償
格

に
勤

し

て
如
何

な

る
作

用

を

及

ぼ
す

か

に
就

て
の
私

の
研
究

の
結

果

の
磯

表

は
之

を
他

日

の
機
會

に
譲

る

こ
と

」
す

る
。

第
三
十
四
巻

九
七
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第
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號
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